
(別紙様式)

令和３年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名：和歌山県立海南高等学校 美里分校 学校長名： 川久保 尚志

めざす学校像 人の多様性を尊重し、その特性や良さを理解するとともに、自身の可能性を最大限 ・ 個別最適化した指導・支援を推進するため、定期的なアセスメントの 十分に達成した。
育てたい生徒像 に伸ばすため、自ら意欲的に学習活動に取り組む生徒を育てる。 実施と、その結果を情報共有できるシステムを構築するとともに、専門 Ａ （８０％以上）

また、学校・地域社会に関心を持ち、主体的に活動に参画するとともに、多様な人 中期的な 家や外部機関等とも連携した教育支援体制を整備する。 達
々と協力し、学校・地域社会の発展に貢献しようとする人材を育成する。 ・ 地域の教育資源を生かした特色ある授業や特別活動を充実させるため、

目標 積極的に地域住民や地元自治体、大学等、外部人材との連携を図る。
・ 豊かな人間性と社会参画意識を身につけた人材を育成するため、キャ Ｂ 概ね達成した。

本年度の重点目標 １ 個別最適化した指導・支援を行うことにより、生徒一人ひとりの可能性を最大限 リア教育の視点に立った系統的な教育課程や特別活動を計画する。 成 （６０％以上）
に伸ばす。

(学校の課題に即 Ｃ あまり十分でな
し、精選した上 ２ 分かる授業や豊かな体験活動を通じて、意欲的に学習に取り組む態度を養う。 学校評価の 度 い。（４０％以上）
で、具体的かつ 結果と改善 学校評価アンケートや外部評価の結果を、保護者、学校運営協議会及び
明確に記入する） 方策の公表 ホームページ上において公表するとともに、集計結果をもとに考察した学 Ｄ 不十分である。

３ 地域での活動や交流を通して、自主自立の精神と、人との関わりを大切にする豊 の方法 校の課題や改善策を提示する。 （４０％未満）
かな心を育む。

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （令和 ４年 ３月２４日 現在 ） 令和 ４年 １月２７日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

・不登校経験や発達障害 ・定期的なアセスメント ・ ＳＣ、ＳＳＷを交えたケ ・ケース会議を定期的に開 ＳＣ、ＳＳＷを含む全職 生徒情報交換会の実施やつ ○保護者、学校運営協議会委員による
など、特別な支援を要 の実施 ース会議の実施 催している 員による生徒情報交換会を なぎ愛シートの共有を図るこ 外部アンケートでは、多くの項目で
する生徒が多数を占め 月１回程度開催し、生徒情 とによって、組織的に生徒・ 「十分である」「ほぼ十分である」
る。対応は個々の教員 ・全教職員による生徒情 ・ 個別の支援計画の作成 ・個別の支援計画を作成し 報を共有した。 保護者の支援を行うという意 の肯定的な回答を得ており、本校の
の経験や力量に任され 報の共有 適宜更新されている また、全クラスでつなぎ 識を醸成させる。 教育活動が理解されていると思われ
ているが、特性に応じ 愛シートの作成に取り組ん る。以下抜粋
た支援方法を全職員で ・個別最適化された支援 ・ 全職員による生徒情報交 ・個別最適化された支援計 だが、作成や共有の方法に Ｂ ・支援委員会の役割を明確に
共有する必要がある。 計画 換会の開催 画を全職員で共有している 課題を残した。 する ・他の学校にはない特色がある

・複雑な家庭環境や生育歴 保護者や関係機関と連携 ・生徒情報交換会の実施 「十分」91 ％、「ほぼ十分 9 ％
を持った生徒が在籍し ・家庭との連携 ・ 保護者への連絡や情報提 ・適宜、保護者と連絡等を し、生徒指導や情報共有に ・つなぎ愛シート等の活用 合計 100％
ており、家庭や関係機 供、教育相談等の対応 行い、情報共有できている あたった。 ・ＳＣ、ＳＳＷとの連携
関等と連携しながら、 ・地域等の活動に対して協力的である
基本的な生活習慣を確 ・関係機関等との連携 ・ 関係機関等との協力体制 ・関係機関から必要な情報 と思いますか。
立する必要がある。 の構築 や協力が得られている 「十分」91％、「ほぼ十分」9％

合計 100％
・様々な学習歴や特性を ・個別最適化された学習 ・ 学び直し、グループ学習、・成績不振者が減少している 学び直しやＩＣＴ活用な 生徒の学力を客観的に把握
持った生徒が多く、学 指導 TT 指導、個別指導、補習 ど工夫をしながら、個に応 するとともに、一人一人の学 ・わかりやすく充実した授業を行って
習能力の差が顕著であ の実施 じた指導を行った。生徒は 習課題を共有し、改善策を検 いる。
る。基礎学力の定着を 授業に前向きに取り組んで 討する。 「十分」54 ％、「ほぼ十分」41 ％

２ 図るため、一人ひとり ・生徒が意欲的に学習に ・ 資格試験（英検・漢検）、・生徒が学習活動に前向きに おり、満足度も高い。 Ｂ また、職員数に応じたカリ 合計 95％
の特性・能力に応じた 取り組むための工夫 一斉テストの実施、ICT 機 取り組んでいる 職員定数減により、習熟 キュラムに再編成する。
きめ細やかな学習指導 器の活用、ｶﾘｷｭﾗﾑ・時間割 度別学習や選択科目の開講 ・進路に関する情報提供に努めている
が求められる。 編成の工夫 が困難になっている。 と思いますか。

「十分」36 ％、「ほぼ十分」59 ％
・発達段階に応じた様々 ・地域の教育資源を活用 新入生歓迎 BBQ ・多様な世代の人たちと積極 コロナ禍により体験活動 地域での体験活動や進路行 合計 95％
な経験の積み重ねが少 した体験活動の充実 生石山登山 的に交流している 等が大幅に制限された。し 事の着実な実施を目指す。
ない生徒が多い。地域 地域交流文化祭 かし、地域サロンでの高齢 それぞれの活動の目的を明 ○「学校の施設や設備について十分だ
の教育資源を活用した 地域交流活動（サロン活動） ・様々な活動に主体的に取り 者との交流など、地域での 確にし、生徒のキャリア発達 と思いますか」「通学の費用は妥当だ
体験活動や多様な人た 地域交流ゲートゴルフ 組んでいる 活動に積極的に取り組んだ。 につなげるとともに、キャリ と思いますか」の項目は、例年否定的
ちとの交流を通じて、 ・地域交流やボランティ みさと天文台連携授業 また、進路指導において アパスポートを通じて、自己 意見が多く評価が低い。
経験を豊かにし、適切 ア活動を通じた地域活 地域清掃 ・地域に興味・関心を持って も、ガイダンスや企業見学 理解や進路に対する意識を高

３ なキャリア発達を促す 動への参画 太鼓部演奏活動 活動に参加している 会など進路行事を着実に実 める。 ・学校の施設や設備について十分だと
必要がある。 放送部読み語りボランティア 施するとともに、３年生担 Ａ また、地域連携を展開して 思いますか。

・進路意識が希薄で、進路 任と進路指導部が連携し、 いくため、地元自治体や関係 「十分」23 ％、「ほぼ十分」55 ％
決定が遅くなる傾向があ ・系統的な進路ガイダ 進路ガイダンス・セミナー ・具体的な将来像をイメー 一人一人の希望に応じた丁 機関等との関係構築に努め 合計 78％
る。系統的なキャリア教 ンス等の実施 外部講師による進路講演会 ジしながら、主体的に取り 寧な進路指導を行った。 る。
育を実践し、将来への展 企業・学校見学会 組んでいる ・通学の費用は妥当だと思いますか。
望を見いだせるよう指導 「十分」27％、「ほぼ十分」36％
を行う必要がある。 ・一人ひとりに応じた 個別進路相談 ・進路希望や課題を学校・生 合計 63％

進路指導 三者面談 徒・保護者が共有している
職場見学、面接練習


